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序
少年期のジョン・キーツは，ロンドン北部の郊外に位置する Enfield にあるアカデミーに通い，そ
こで校長の息子 Charles Cowden Clarke に出会った。クラークとの邂逅は，キーツの関心が古典文学
の精華へと向かう重要な契機となった。以後，若き詩人が読み耽った数々の文学作品は，のちに書か
れる彼の作品の随所にその残り香を漂わせることとなる。キーツがとりわけ耽溺したのは，William 
Shakespeare の作品であった。キーツにとっての理想の詩人像は，彼がシェイクスピアの読書体験か
ら得た印象をもとに形づくられた部分が大きい。キーツの詩作意識の根幹に位置する「消極的受容能
力（Negative Capability）」も，シェイクスピアを念頭に置きながら，詩人が書簡のなかで言及してい
るものである。
もっとも，消極的受容能力という考え方じたいは，けっしてキーツの独創によるものではない。
一時的に自我を滅却して対象との一体化を図る能力に高い価値をみてとるキーツの意識は，William 
Hazlitt のいう「無私（disinterestedness）」や Leigh Hunt のいう「没我的受容力（passive capacity）」
といった概念が拠り所となって形成されたものである。
ハントが「没我的受容力」という語を用いたのは，劇評のなかでのことである（１）。彼は，“passive”
という語をけっして否定的な意味では用いていない。むしろ，詩人の想像力が生み出したものを受け
とめられる役者の資質を指すものとして，受容性には積極的な意味が与えられている。ハントの認
識においては，役者の「従属的（dependent）」で自己滅却的な受容力こそが，舞台での演技に深み
を与える重要な要素だったのである。また，ハズリットは An Essay on the Principles of Human Action 
（1805）において，「人間の精神は本質的に無私（disinterested）なるものである」（1: 1）と述べた。
この論のなかでハズリットが提示した「自己を未来に投擲する」共感的想像力とは，たとえば幼少期
における，「受動的な（passive）印象」を基盤として機能するものであった（1: 20-21）。ただし，ハ
ズリットのいう共感的想像力は，たんに受動的な態度をとるだけで十分に作用するわけではない。彼
は，無私なる人間が感じ取った印象を胸のうちに刻み，そうした様々な印象どうしを結びつけて結合
させ，形として表出する点に想像力の作用をみた（1: 27）。つまり，受容的な知覚体験こそが，のち
の豊かな創造行為につながるという認識である。
ハズリットやハントのこのような言辞に多大な影響を受けて，キーツは消極的受容能力という概念
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を着想するに至った。留意すべきは，彼の詩作意識が，「受容性」に創造的な価値を認める当時のこ
うした有力な想像力論とふかく関わるものであったという点である（２）。
本論の目的は，「受容性」という観点からキーツの作品を検証して，詩人の「美の原理（the 
Principle of Beauty）」（L i 266）を探ることである。受容性に積極的な価値を認める彼の意識は，つぎ
の書簡の記述に顕著にあらわれている。
Now it is more noble to sit like Jove that [sic] to fly like Mercury– let us not therefore go hurrying 
about and collecting honey-bee like, buzzing here and there impatiently from a knowledge of what 
is to be arrived at: but let us open our leaves like a flower and be passive and receptive–budding 
patiently under the eye of Apollo and taking hints from every noble insect that favors [sic] us with 
a visit － sap will be given us for Meat and dew for drink–I was led into these thoughts, my dear 
Reynolds, by the beauty of the morning operating on a sense of Idleness. . . .
（L i 232, emphasis added）
受容性を称揚する詩人にとって，飛びまわる蜜蜂のように忙しなく知識を追い求める態度は，けっし
て肯定的に捉えられるものではなかった。詩人のこうした意識は，対象の謎をすべて明らかにしよう
とはせず，「半分の知識（half knowledge）で満足する」（L i 194）ことに高い価値をみる，消極的受
容能力の考え方に直結するものである。
キーツの詩の多くは，「休息と耽溺，そして受容性（receptivity）」の描写にその特質があるといわ
れる（Dickstein 58）。また，William Wordsworth の「賢明なる受動性（wise passiveness）」という一
節がキーツの詩作意識に与えた影響も，たびたび指摘される。しかし，詩人の受容性に焦点を置いて
なされた，詩の分析にかんする先行研究はけっして多くない。これまでの研究では，キーツの消極的
受容能力とワーズワースの「賢明なる受動性」とを比較したり（Wigod），一部の作品（たとえば‘Ode 
on Indolence’）とキーツの受容性とを関連づけたりする試みはなされてきたが（Mathes），キーツの
詩作品全体を射程に入れた，彼の受容性にかんする考察はほとんどなされてこなかった。
こうしたことを踏まえて，以下では野心作 Endymion: A Poetic Romance （1818）を中心に，作品に
みられる具体的な措辞と表現形式の検証をとおして，キーツの詩的想像力にかかわる意識に迫ってゆ
きたい。
１．共感的想像力の目覚め―“gloomy rest”から“wakeful rest”へ
『エンディミオン』において，主人公 Endymion が美的体験を享受する中心的な場として設定され
ているのが，四阿（bower）である。四阿のなかで，エンディミオンは眠りにつき，夢をみる。彼は，
夢のなかで甘美な恍惚の思いを経験したのち，目覚めて，もとの放浪の旅を続ける。四阿に入っては
出る主人公のこうした往還運動が，この物語の推進力となっている。作品にみられる四阿の描写の一
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例をみてみよう。ジャスミンの花が咲く四阿で，主人公は感覚的な悦びに浸っている。
It was a jasmine bower, all bestrown
With golden moss. His every sense had grown
Ethereal for pleasure; ’bove his head
Flew a delight half-graspable; his tread
Was Hesperean; to his capable ears
Silence was music from the holy spheres;
A dewy luxury was in his eyes;
The little flowers felt his pleasant sighs
And stirr’d them faintly. Verdant cave and cell
He wander’d through, oft wondering at such swell
Of sudden exaltation. . . .
（2: 670-80, emphasis added）
　それは　一面を黄金の苔で覆われた，
ジャスミンの花が咲く四阿であった。彼は　五感全体で
えもいわれぬ喜悦を覚えた。頭上には
なかば手で掴めそうな喜びが舞っていた。彼は
宵の明星の方角へと進んでいた。彼の鋭敏な耳には，
静けささえも　天体から奏でられる音楽として感受された。
彼の目には　露の滴る甘美な光景が映っていた。
小さな花は　彼の喜びに満ちた溜息を感じ取っては，
その息を　かすかにそよがした。緑ゆたかな洞窟や庵を
彼は進んだ。そして　とつぜん訪れてくる精神の高揚を感じては，
何度も驚いていた。
「露の滴る甘美な光景」に耽溺して，「五感全体」で喜悦を享受するエンディミオンは，静寂をも，甘
美な調べとして感受していた。注目すべきは，エンディミオンの耳が“capable”であると表現され
ている点である。この文脈においては，「鋭敏な」あるいは「繊細な」といった意味で解釈して問題
はないだろう。しかし，ここで使われている“capable”という語には，“receptive”という含意もあ
る点に留意すべきである（Forman 1: 129）。エンディミオンは，四阿のなかで肉体を休めて，穏やか
な気分に浸っている。その一方で，彼の「五感」は刺激されて，しだいに意識を覚醒させてゆく。こ
うして，彼は微睡みながら，美を存分に享受しているのである。
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主人公が放浪の旅のなかで盲目的に求めた至上の美とは，彼がかつて夢のなかでみた月姫 Cynthia
の姿にほかならない。そして，物語の前半における彼の憂鬱の根本的な要因は，彼のこの恋心にあ
る。四阿でシンシアの美を享受したのち，彼女の姿が消えてしまうと，彼は「あらゆる激情を忘れ
て　ただひたすらに／憂鬱な思いに浸っていた」（“[f]orgot all violence, and but commun’d / With 
melancholy thought” 2: 867-68）。彼の唇から漏れ出る溜息は，さながら弦の緩んだ竪琴から発せられ
る音のように，きわめて物憂いものであった。彼は，自身の夢のなかにばかりシンシアの美を求めて，
退行的な思索に耽っていた。物語の前半を占めているのは，彼のこうした内向的な思索の過程である。
四阿のなかで眠る主人公の休息は，たしかに甘美な「微睡の憩い」（“slumbrous rest” 1: 442）では
あった。しかし，彼にとっては，夢から覚めたあとに否応なく訪れる「日常の自我への回帰」（“[t]he 
journey homeward to habitual self ” 2: 276）ほどに，苦々しい経験はなかった。すなわち，彼の微睡は，
結果的に，胸の内に憂愁を募らせるばかりであった。この意識が，主人公の「陰鬱な憩い」（“gloomy 
rest” 2: 97）という表現に結実している。
エンディミオンのこうした内向きな思考に決定的な変化が訪れる場面が，第二巻の最終部にみら
れる。長らく内向的な思索を続けていたエンディミオンは，これまで祈ることがあったとしても，
それは「自分」のためでしかなかった。しかし，ここではじめて彼は，川の神 Alpheus と森の精
Arethusa という「他者」に対して祈りを捧げる。つまり，はじめて彼は，他者に対して「共感」を
覚えたのである。ハズリットのいうように，共感的想像力の核とは，ただ「受動的」に自己の内面へ
と潜る姿勢ではなく，他者の苦悩をも自己のものとして受けとめる態度にある。こうした意識が，こ
のときはじめて，エンディミオンのうちに働いた。そして，彼はそれまでの内向的な思索から脱する
きっかけを掴むこととなる。
こうした過程を経たのち，エンディミオンは第三巻において海底をさまよう。彼の目にいきなり飛
び込んできたのは，不気味な残骸の数々であった。彼は，心身ともに寒気を覚えた。そのとき，彼の
「冷たく重苦しい畏怖の念」（“[a] cold leaden awe” 136）を振り払ってくれたのは，シンシアの放つ月
光であった。彼女の美を享受したことで元気を取り戻した主人公は，ふたたび前へ前へと進んでゆく。
精神の高揚を覚えたエンディミオンの口からは，次々に月光の美を讃える言葉が出てくる。あたかも
美のカタログを提示するかのように，彼は，月の美しさを様々なものに喩える。彼にとって月は，山
頂で味わうような恍惚を覚えさせるものであり，「勝利の栄光」（“glory won” 166）のように輝かしい
ものであり，また「女性たちの美」（“the charm of women” 169）を見事に集約したような存在でもあっ
た。こうして高らかに月の美を讃えたのち，エンディミオンは感慨にひたって次のようにいう。
O what a wild and harmonized tune
My spirit struck from all the beautiful!
On some bright essence could I lean, and lull
Myself to immortality: I prest
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Nature’s soft pillow in a wakeful rest.
（170-74, emphasis added）
ああ　なんと激しく，それでいて調和のとれた音を
私の心は　あらゆる美なるものから奏でたことか！
まばゆい美にもたれかかり　眠りにつき，甘美な体験が永続するような心地をも
味わうことができた。私は　自然の柔らかな枕に頭をのせていた。
肉体は休めつつも，意識はなお覚醒させた状態で。
エンディミオンは，自身の肉体を休めながらも，「意識はなお覚醒させた状態で」月の美を享受した。
そして，月の美に対する自然な感応として，彼の胸のうちからは次々に「調和のとれた音」が奏でら
れた。その姿はさながら，そよぐ風を感受して豊かな調べを奏でるイオリアン・ハープそのもので
あった。イオリアン・ハープの体現する創造原理とは，まさしく，自己の受動性を基盤としたもので
ある（３）。風琴は，吹いてくる風を受けとめることによって，気ままに音を奏でることができる。
上に引用した詩行は，主人公を豊かな「詩的想像へと導く霊感が受容された過程」を謳ったもので
ある（Evert 171）。エンディミオンは，「覚醒」した状態で月の美を享受した。それは，いわば照応
の微風（correspondent breeze）に身を委ねて，自己の意識を覚醒させることに等しいものであった。
このように，受動的な態度こそが，のちの豊かな創造行為につながるという認識は，ハズリットのい
う共感的想像力の本質でもあった。
注目すべきは，詩人が“wakeful rest”という撞着語法を用いている点である。たしかに，エンディ
ミオンは，「ここちよい怠惰（indolence）の状態で肉体を弛緩させて，受動的（passive）で眠たげな
状態に身を委ねている」（Bloom 369）。しかし，美の享受とは，ただ「怠惰」で「受動的」な態度を保っ
ているだけでなされるものではない。詩人は‘Sleep and Poetry’のなかで，身の周りの美に対する
視野が狭窄な者に向けて，「美は目覚めていたのだ！／なぜあなたたちは目覚めていなかったのか？」
（“beauty was awake! / Why were ye not awake?” 192-93）と鋭い批判を展開した。詩人は，美なるも
のに対して自己の意識を「覚醒」することではじめて，その美を十全に感受できると認識していた。
そのためエンディミオンは，怠惰で受動的でいながらも，同時に意識を「覚醒」することで，月の美
を存分に享受することができたのである。それこそ，イオリアン・ハープが受動的に風の到来を待ち
ながらも，その一方で弦を張りつめることによって豊かな音を奏でるように。
そして，こうした“wakeful rest”という撞着融合的な美の受容の態度こそが，この物語詩におい
て詩人が追求した美的体験の核心なのであった。この“wakeful rest”という主人公の状態が，物語
の前半において，“gloomy rest”と表現されていた彼の自己閉塞的な意識と，著しい対照をなすこと
はいうまでもない。
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２．物語の結末―ヘイドンからの影響
先述したように，エンディミオンのこうした意識の「覚醒」，いうならば精神的な成長を導く契機
となったものは，第二巻の最終部におけるアルフェウスとアレシューザのエピソードであった。この
場面ではじめて主人公は，「他者」への共感を覚えて，それまでの内向的な思索から脱することとな
る。主人公の精神的な成長は，取りも直さず，詩人自身の思索的な成長でもあった。詩人にとって，
ハズリットの共感的想像力論を受容して，それを作品世界に反映させることは，自身の作品世界に深
みをもたらす重要な意義をもつものであった。
もっとも，第二巻の最終部における，主人公，ひいては詩人自身の意識の転換に寄与したもの
は，けっしてハズリットの想像力論ばかりではないだろう。1817 年 1 月，友人の歴史画家 Benjamin 
Robert Haydon は，Annals of the Fine Arts にひとつのエッセイを寄稿した。ヘイドンは，評論家の
John Foster の書いた‘On Decision of Character’にいたく感銘を受けて，そのエッセイにみられる
記述をいくつも引用している。このフォスターの著作にかんしては，キーツが直に触れたか，あるい
は少なくともヘイドンを経由して知った可能性が高いことが指摘されている（Olney 6）。
このエッセイのなかで，フォスターは，「決断力に欠けた人物（a person of undecisive character）」
について述べている。そうした人物とは，眼前の出来事を客観的に捉えることができず，自身の存在
証明を確立できないでいる者のことを指す。『エンディミオン』の前半部において，夢のなかでみた
月姫の姿が忘れられず，目の前の現実に対して無気力になっている主人公は，まさにこの定義にあて
はまる。彼はまだ，「現実において起こりうるあらゆる状況」を受けとめられてはおらず，「なにか別
の状況が起こらないかと，虚しくも思いを巡らしている」（Annals 1: 301）。
続けてヘイドンは，以下の記述を引用している。
Some men seem to have been taken along by a succession of events, and, as it were, handed 
forward in quiet passiveness from one to another, without any determined principle in their own 
characters, by which they could constrain those events to serve a design formed antecedently to 
them, or apparently in defiance of them. The events seized them as a neutral material, not they the 
events.  （Annals 1: 301-02, emphasis added）
「決断力に欠けた人物」は，状況に流されるまま，「確たる原理」もなく行動して，目の前で起こる
ひとつひとつの出来事を「受動的」に体験する。物語を支配しているのは，けっして登場人物の方で
はなく，あくまで「出来事」の方である。つまり，物語に登場する「決断力に欠けた人物」は，さま
ざまな事象を前にして，否定的な意味で「受け身」でしかないのである。ただ「受動的」であるだけ
では，個人の意識はけっして他者には向かず，肉体的および精神的に無気力（inertia）になる可能性
が高い。ヘイドンはフォスターの記述を引用して，「受動性」の孕む危険性について警鐘を鳴らした。
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フォスターやヘイドンのこうした問題意識を，キーツも共有していたのではないだろうか。
『エンディミオン』の後半部は，他者に対して意識を覚醒した主人公が，いかなる精神的な成長を
遂げていったかを辿るものである。以下では，物語の結末をどう解釈するかということに焦点を置い
て，キーツの受容の美学における深化の過程を探ってゆくことにする。第四巻において，シンシアを
求めて旅を続ける主人公は，ひとりの女性に出会う。エンディミオンの苦悩は，彼女に恋心を抱いて
しまったことから深まりをみせる。彼女はインド娘（Indian maid）と呼ばれ，具体的な名前が明示
されることはない。キーツがこの物語詩を寓意的（allegorical）な性格をもつものとして構想してい
なかったにせよ，インド娘を「匿名」の女性として扱うことにより，彼女に対して，シンシアの体現
する「天上の美」とは対になる，「地上の美」という象徴的な意味合いを付与したことはたしかだろう。
インド娘とは，じっさいには天上の存在であるシンシアが地上の人間の肉体をまとって現れた姿であ
る。しかし，エンディミオンはまだこのことに気づいていない。どちらの女性に対する思いも捨てが
たいエンディミオンは，ひとり煩悶する。
I have a triple soul! O fond pretence —
For both, for both my love is so immense,
I feel my heart is cut for them in twain.
（95-97）
私には魂が三つもあるのだ！ ああ　浅はかな衒いよ。
両者，どちらに対する　私の思いもあまりに激しく，
私の心は　二人の存在ゆえに　二つに引き裂かれてしまうかのようだ。
エンディミオンを悩ますこうした板挟みの状況は，ちょうど，第三巻に登場した漁夫の Glaucus が，
彼の愛する美しいニンフ Scylla と，その対極に位置する恐ろしい妖婦 Circe という二人の女性のあい
だで苦しんだ姿とも重なる。第三巻は，キリスト教の神話における「死と再生」の主題を下敷きにし
たものであった。エンディミオンは，さながらキリストの黄泉降下（harrowing of hell）のごとく，「救
世主」（“deliverer” 561）として，海底の死者たちのみならず，グローカスの呪縛をも解いた。では第
四巻において，自身の恋心に由来する悩みを胸に抱えたエンディミオンは，いかなる行動に出るのか。
シンシアとインド娘の二者のあいだで心が揺れていた主人公を何より悩ませていたのは，一方の女
性に自分の心を寄せると，他方の女性の姿が，文字どおりかすんでしまうという問題である。インド
娘に恋心を抱くと，シンシアの象徴する月が陰りをみせ，シンシアに心を惹かれると，インド娘の顔
からは生気が失われる。この皮肉ともいえる二人の相互補完的な関係に頭を悩ます憂愁の主人公は，
やがて，自己の意識を精神の内奥へと向ける。彼の意識が辿りついた先にあったのは，詩人が呼ぶと
ころの「静謐の洞窟」（“Cave of Quietude” 548）であった。この空間には，精神的に苦しみぬいた者
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のみが，苦悩の果てに到達することができる。この意味で，「静謐の洞窟」は，たしかに「幸福な精神
の住み処」（“happy spirit-home” 543）ではあった。しかし，同時にまた，この地に辿りつく者が問題
意識として抱えている「あらゆる苦悩の／巣窟」（“the proper home / Of every ill” 521-22）でもあった。
「静謐の洞窟」の描写には，撞着融合的な表現が多用されている。「幸福な暗闇よ！／暗黒の楽園
よ！」（“Happy gloom! / Dark paradise!” 537-38）という洞窟に対する呼びかけは，その最たるもので
ある。「楽園」が存在するならば，その対極の「反楽園」も存在する。望ましくない状況から目をそ
むけているかぎり，事物の真実は突きとめられない。真に「美なるもの」（“[a] thing of beauty” 1: 1）
を味わおうと欲するならば，喜悦と不可分の関係にある苦悩をも受けいれる必要がある。これこそが，
エンディミオンの得た悟りであり，ひいては，詩人自身の思索的な成長を示すものでもあった。撞着
融合とは，本来であれば両立しえない二つの要素を自己のうちで折り合いをつけて統合させ，それを
言葉にするということである。こうした表象行為を可能にさせるものこそ，詩人のもつ「受容性」に
ほかならない。シェイクスピアも多用した撞着融合的な表現を，キーツが自らの作品に高い完成度で
応用したこの箇所に，彼の受容の美学の深化をみてとることは難しくないだろう。
理想と現実とは切っても切り離せない。詩人のいう「美なるもの」とは，彼を含む「我々を大地に
繋ぎとめる」（“bind us to the earth” 1: 7）ものであり，この土台があってこそ，理想の美の探求が可
能となる。理想の美は，現実という，苦と快が本質的に入り混じった世界を受けいれることで輝きを
増す。これが，彼のいう「美の原理」の本質なのであった。
物語の結末において，なおシンシアに出会うことができず，森のなかをさまよい歩いているエン
ディミオンのもとに，妹 Peona とインド娘がやってくる。兄の深刻な表情をみて声をかけてきたピ
オナに対し，エンディミオンはこう告げる。「妹よ，もしそれが天命であったならば／私はこの悲し
い運命を支配したくなったのだ」（“Sister, I would have command, / If it were heaven’s will, on our sad 
fate” 975-76）。この場面からは，否定的な意味で「受動的」であった物語の前半における主人公の態
度とはおおきく異なり，喜びも悲しみも存在するこの世の現実を積極的に受けいれようとする彼の意
識が明確に窺われる。この言葉の直後に，作品のハイライト，つまり，インド娘がシンシアとしての
正体を現す場面がくることは注目に値する。詩人の筆は，エンディミオンが，もはや自己の殻に引き
こもることなく，強い決断力をもって生きる存在へと成長したことを読者に印象づける。こうした精
神的な成長，あるいは性格の変化は，ヘイドンが激賞したフォスターのエッセイにおいて，人物の性
格の果断さ（decisiveness）が何より評価されていたことと無関係ではないだろう。
３．「小さな変化」―結びにかえて
『エンディミオン』を執筆するにあたって，キーツの念頭にあったのは，約 4000 行からなるこの長
編物語詩の「詩行を詩的感興で満たす」（L i 170）ことであった。あくまで，エンディミオンとシン
シアとが最終的に結ばれるという物語の大枠のみが，当初の詩人の意識にあったのである。詩人の頭
のなかに，細かな筋立てが明確にあったわけではおそらくない。その意味においては，この長編物語
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詩じたい，フォスターのいう「決断力に欠けた人物」の性格と同様に，「確たる原理」もなく話が展
開されていった作品であるといえよう。物語の土台の脆さにかんしては，詩人が作品の序文で認めて
いるとおりである。
キーツは『エンディミオン』を脱稿した後の書簡のなかで，「私の思索のあり方にはこのところ小
さな変化が起きている」と述べている（L i 214）。彼は，その書簡のなかで続いて書き残しているソ
ネットにおいて，Edmund Spenser の「黄金の言葉で彩られたロマンス」の世界を去り，「苦くて甘
い（bitter sweet）シェイクスピアの果実」を味わうことを宣言している（L i 214-15）。つまり，心地
よい美的体験にばかり浸るのではなく，喜悦と不可分の関係にある苦悩をも積極的に受容することが
重要であるという認識に『エンディミオン』の執筆をとおして到達したことを，ここで冷静に自己分
析しているのである。これが，詩人のいう思索的な「変化」であり，同時にまた，彼の“passiveness”
にかんする意識の転換点でもあった。物語詩『エンディミオン』は，ときに，詩人の「受動性を写し
取った作品（a portrait of passiveness）」（Roe 208）とも評される。とりわけ，作品の前半部における
主人公の美的体験は，きわめて「受動的」なものである。彼は「確たる原理」もなく，ただ美的体験
の連鎖に導かれて旅路をゆく。作品の序文にみられる表現を借りれば，詩人自身のみならず，エン
ディミオンもまた“the character undecided”なのであった。この表現を用いた詩人の念頭にも，フォ
スターの著作の記憶があったのかもしれない。
詩人は，以降の作品群において，しばしば，苦悩の受容を根源的な主題とすることで，作品世界に
深みをもたせようとした。もはや，詩人の念頭にある「受容性」とは，たんに「受動的」に美的形象
を味わう意識には留まらない。詩人が求めたのは，苦悩と喜悦とを不可分のものとして「受容」する
ことで，究極的には美の神髄へと到達することであった。こうした意識が，詩人を「精神形成の谷間」
（L ii 102）へと誘い，‘Hyperion: A Fragment’や‘Ode on Melancholy’を生むこととなるのである。
ロマン派の時代における文芸活動は，自我の解放，およびそれを作品世界に投影する意識に，その
本質があるとよくいわれる。ただし，キーツの場合はやや事情が複雑である。一個人としての彼は，
たしかに強烈な自我意識の持ち主であった。しかし，詩人として作品を制作する過程においては，彼
は，一時的に自我を滅却することに高い価値をみた。自我を抑えつけることが，他者との共感や同化
を可能にするからである。キーツが友人に宛てた書簡のなかで「まず，人間としての欠点を自覚して，
あとは受動的（passive）でいる」（L i 210）ことが人間関係においてきわめて重要であると語ってい
るのも，“passive”であることが，他者との共感を生む契機になるからにほかならない。傑作と謳わ
れる‘To Autumn’を書いた 1819 年 9 月の書簡にみられる次の記述も，彼の受容の美学の深化を示
すものとして位置づけられるだろう。「知性を強化する唯一の手段は，心を無にすることである。精
神をあらゆる思索の通り道とし，あるがままに受けいれるのだ」（L ii 213）。
本稿は 2014 年 12 月 6 日の早稲田大学英文学会・英語英文学会合同大会で発表した同題の内容を改
稿したものである。
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注	 キーツの詩の引用はすべて John Keats: Complete Poems, ed. Jack Stillinger （Cambridge, MA: Belknap of 
Harvard UP, 1982） に拠り，私訳を施した。また，書簡の引用はすべて The Letters of John Keats: 1814-1821, 
ed. Hyder Edward Rollins, 2 vols. （Cambridge: Cambridge UP, 1958） に拠り，L と略記したうえで括弧内に巻
数と頁数をともに記した。
　⑴ Critical Essays に所収の‘Essay on the Representation of Comedy’を参照。“passive capacity”にかんする
主な記述は 50 頁にみられる。
　⑵ キーツと親交のあったヘイドンも，いわゆる「受容能力」に近い表現を用いている。彼の死後に出版され
た Table-Talk のなかで，画家は，Dr Johnson による「天才（genius）」の定義を不十分なものとして批判した（2: 
261）。ヘイドン曰く，天才とは，事物の印象を敏感に「受容する能力（faculty to receive [the impression]）」
を備えた存在であり，この要素がジョンソン博士の定義には欠けていた。幼いころからスペンサーの The 
Faerie Queene に親しんでいた 17 世紀の詩人 Abraham Cowley を真に詩人たらしめたのも，彼の天分，す
なわち「詩文の旋律を自己の心のうちに響かせる受容能力（the capability to be affected by the harmony of 
verse）」の高さに負うところが大きい，とヘイドンは考えている。
　⑶ たとえば Samuel Taylor Coleridge は，丘の斜面に身を横たえた自己の状態をイオリアン・ハープになぞら
えて，「数多くのとりとめのない空想が去来しては／私の怠惰で受動的な脳裏をよぎる」（“many idle flitting 
phantasies, / Traverse my indolent and passive brain” ‘The Eolian Harp’ 40-41）と謳っている。彼にとって，「受
動的（passive）」であることは，けっして否定的に捉えられるものではなく，むしろ，「静寂について穏やか
に瞑想する」（“tranquil muse upon tranquillity” 38）意識，および内省的な深みをともなった想像力の活動を
促す態度として，積極的に捉えられていることに留意すべきである。
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